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教材作成ツールとしてのコンピュータの活用
一社会科において一
越智秀三郎
＊ 
はじめに
現代は情報化社会とよばれる時代である。それは コソビュータを用いて必要な情報を得る時代
でもある。コソピュータの利点は，汎用性，高速性，記憶性，正確性にあり，いわば新しいメデ
ィアであるとともに，かってないメディアであるともいえよう。コソピュータの利用は時代の要
請といえるし，その波は教育の現場にもおしよせている。コンピュータを用いた情報処理という
のは一般論での表現であり， コンピュータは必要に応じて形をかえ，具体的なものとして利用さ
れる。次にコンピュータの教育における利用について述べてみよう。
1. コンピュータの教育への利用
表 l コソビュータの教育への利用
1) 
成績処理（学年別， クラス別，個人別）
出席統計
身体の記録
I. データペスーとして 1 備品，教材，教具の登録
の利用 図書の登録
進路関係のデータ記録
教育関係事務処理
その他
評価問題の登録
2. 学習評価への利用 I 個人別， クラス別評価の記録 (s-p表）
その他個人指導データ記録
C.M.I(Computer Managed Instruction) 
デモンストレーション
3 . 方法・内容への利用 I 実験・実習等の処理
4. コンピュ ー タ教育
＊ 兵庫県祝um仔城j!且翡等学校
C.A.I(Computer Assisted Instuction) 
一般教材
コソビュータについての学習および実習
ソフト
ハード
システム関係
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「データベースとしての利用」はいわゆるCMIに含めることも可能であるが， ここでは「方
法・内容への利用」としてのCMIを考えている。
これらの利用のうち，興味深いものを若干とりあげてみよう。
1) テスト問題の登録
中間テスト，期末テストさらに小テスト等のファイル化である。授業に関して，授業構成であ
るとか授業分析であるとかは論議されているが，テスト問題の検討はこれからの課題ともいえよ
う。例えばSP表においても，テスト間題の適切であることがSP表の活用を一層有効なものに
してくれるのである。テスト問題を数年間ファイルすることによって．テスト問題の難易の比較，
生徒の学力に応じた出題等，多様な形での標準化を促進させることができよう。いわば経験と勘
にたよっていたテスト問題の作成に合理性をもたせ得るとも形容でぎよう。また評価に言及する
なら，形成的評価の側面を一層進展させる結果となる。
2) CMI (Computer Managed Instruction) 
コンピュータによる授業管理であり， 「方法・内容への利用」としては，授業内容について生
徒が理解しているか否かを把握することである。
三—T こ@~s
← lコンピュー ダーー
学習情報
図 1.CM I (※ T 教師 S 生徒）
アナライザーもこの範睛にいれることができよう。授業管理という意味あいでは， これから再
評価しなければならない分野ともいえる。
3) CA I (Computer Assisted Instruction) 
対話形式によって個別学習を行う方法である。将来的には中心的な座をしめよう。現在アメリ
カではかなり充実したCAIの教材をみることがでぎる。日本ではCAIの授業への導入も緒に
ついたところであり，数学，英語等のドリル的な学習に若干教材をみる。本格的なCAIは教材
の羅的な面と質的な面とに準備を必要とし，教材作成に虎大な費用と時間がかかることが難点で
ある。散発的なCAIvま，ほんの［試み」にすぎない。
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このCAIも社会科の分野ではまだみることができない。またたとえ社会科分野への導入があ
ったとしても，思考力を高揚させるという視点からの点検が必要となろう。
表 1で示した教育関係へのコンピュータの導入はこれから急速に進展していくものと思われる。
2. 教材作成ツールとして
コンピュータを教材作成ツールとし，社会科教育への活用を考えてみよう。表 1でいえば， 3. 
「方法・内容への利用」••…•一般教材 の作成といえる。図示すると次のようになる。
?
← 
→ ?
教材
← [I戸ンピューター
情報処理
図2.コンピュータを用いた教材作成
生徒の意識なり実態なりをアソケートを通して把握し，それを コンピュータを用いて統計処理
（多変量解析を含む）することによって教材化しようというものである。この手法を用いる最大
の利点は次の 2点である。
1) 教材に生徒を総体としてまぎこんでしまうこと。
例えば「学習指導要領解説（社会編）」では，資料として生徒の惑想文， レボー ト， 記録，文
？） 
学作品，評論，古典等～ をあげている。これらは一部の生徒の作品を活用する形の資料か，生徒
とは一定の距離がある資料といえる（それはそれで資料として意味があ るので，資料としての価
値を否定するのでないことはいうまでもない）。その点この教材は，教材そのものに生徒を総体
としてとりこんでいる点ですぐれたものといえる。
2) 得られる情報が無限に近いこと。
統計処理（多変蓋解析を含む）を行うことによって無限に近い情報を得ることができる。コン
ピュータを利用する場合，経営学でいうイソプットとアウトプットの関係が問題となってくる。
すなわち労力と成果の関係であり，得られる情報の多いことは大きな利点である。従って，体系
的な教材としても，投げ入れ教材としても活用できょう。
その他の利点と考えられるものを列挙してみよ う。
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3) 統計処理により科学的な分析かできる。
周集団を大きくすることによって，さらに客観性をもつ資料となる。ただし，あまり大きくす
ると客観性は大きくなるが，身近な資料としての怠味合いは薄れてくる。ただしこれは実施上の
留意点であり，特定のものをコート番号により抽出し分析することはもとより可能である。従っ
て一般的には母集団を大きくした方がよいといえる。
統計学の援用により，身近なしかも科学的な分析が可能となる。
4) 身近な教材の活用として興味つけがてきる。
身近な教材とは，生徒が住んでいる市町村といった空間的な怠味合いだけでなく，このような
生徒の意識実態をも含めて考えることもでぎよう。教材そのものが生徒の意識なり実態なりに
依拠しているので，生徒は卵味をもつ。
5) 個人に関する情報も得ることができる。
生徒を総体としてとりこんだ情報，すなわち全体としての情報とともに，生徒個人に関する梢
報も得ることができる。資料としてのちに示すが（表 4)' アンケートとは違った形で，科学的
な分析として個人のデータを得ることがでぎるので生徒にとっては輿味深い。
その他， 6) 切報を視覚に訴えることができる。 7) 生徒自ら作業し分析することもできる。
等をあげられる。
ただ活用上の問題点としては，当然のことなからコンピューク，統計学の知識か不可欠である。
3. 活用例
これらの手法を活用した例を若干示そう。
1) 高校生の夢
生徒が睡眼時にみる夢についてアンケートをとり，分析しかつその分析結果を活用したものて
3) 
ある。 ［現代社会」の授業においては， ［青年と自己探究」で欲求不満の解消の次におき，テ
ークを提示することにより実証的な面を理解させ，最後に夢についての学説 (FreudJung) 
でまとめる形をとった。この高校生の夢を通して因子分析を説明しよう。（表2,._, 4)。
因子分析とは変量間の相関関係を分析し，テータの背後にある現象の構造を解明するためのモデ
ルである。
表2は因子分析の素データであり，最も左の数字が変数（この場合A2,.., A24)で，その右に
は因子への貢献度をあらわしている因子負荷是がならんでいる。次にそれぞれの因子(FAC'IDR)
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表2 素デーク
FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR 
1 2 3 4 5 
A 2 0.301 0. 18 8 0. 0 6 7 0.397 0 . 167 
A 3 0. 101 0.802 0 . 1 7 4 0 . 1 1 7 0.017 
A 4 0. 2 4 7 0. 5 61 0. 0 7 1 -0.012 0.407 
A 5 0.382 0. 3 68 0 . 161 0.132 0 . 1 2 7 
A 6 0. 121 0.787 0 . 140 0.138 0.096 
A 7 0.076 0.292 0. 193 0.703 0.027 
A 8 0.050 0.192 0.036 0.458 0.545 
A 9 -0.073 0. 11 0 0. 5 61 -0.087 0.483 
A 10 0.206 0.086 0.277 -0.046 0.702 
A 11 0.297 -0.018 0. 5 5 7 -0.036 0.074 
Al2 0. 104 0. 19 4 0.737 0.218 -0.005 
A 13 0.556 0.449 0. 18 5 0.081 -0.089 
Al4 0. 2 67 0.707 0. 11 0 0.262 0.038 
A 15 0. 16 8 0.086 0.240 0.735 -0 . 11 7 
A 16 0. 16 2 0.233 0.686 0.246 0 . 121 
A 1 7 0.560 0.198 0.094 0.323 0 . 2 14
Al8 0.399 0.309 0.444 0.240 0. 1 91 
A19 0.473 0.350 0. 113 0. 178 0. 137 
A 20 0.075 0. 13 9 0.647 0 . 3 1 5 0. 164 
A 21 0.742 0. 108 0 . 117 0. 12 3 -0.061 
A 22 0.797 0. 18 8 0. 16 5 -0.052 0.083 
A 2 3 0. 4 11 -0 .0 67 0. 15 7 0 . 4 6 7 0.397 
A 24 0.588 0,052 0.053 0 . 2 4 1 0. 3 31 
3. 316 3.021 2.650 2.233 1 . 6 9 1 
につき， 0.5(正確には絶対値が）以上の因子負荷量を抽出し，因子ごとに因子負荷量の大ぎなも
のから変数（いわゆる尺度項目）をならべていくと表3になる。また表3はMLFA法（最尤法）
によるバリマックス回転後を示している。これにより夢の 5つの分類が可能である。それぞれ因
子ごとに「楽しい夢」， 「既知の夢」， 「姉な夢」，「未知の夢」， 「超現実の夢」と生徒が命名
する。因子の命名について説明を加えよう。例えば第 1因子に高い因子負荷景を示す項目（変数）
は， A22 Cロマソチックな活動 (0.797)」,A21「社交活動 (0.742)」, A24 l-旅行 (0.588)」，
A 17 r個人的成功 (0.560)」, A13「異性のこと (0.556)」の5項目である。これらの5項目に
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表 3 夢に関する因子分析
FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR 
1 2 3 4 5 
A 22 ロマソチックな活動 0. 188 0 .165 -0. 052 0.083 
A 21 社交活動 0.108 0.117 0.123 -0.061 
A 24 旅 行 0 .0 52 0.053 0.241 0.331 
A 17 個人的成功 0 .198 0.094 0.323 0.214 
A 13 異性のこと 0.449 0. 185 0.081 -0.089 
A 3 現在の出来事 0.101 0.802 0. 17 4 0 .117 0.017 
A 6 よく知っている場所 0. 121 0. 787 0. 140 0. 138 0.096 
A 14 よく知っている人 0.267 0.707 0. 110 0.262 0.038 
A 4 過去の出来事 0.247 0.561 0.071 -0.012 0.407 
A 12 悪 夢 0. 104 0. 194 0.218 -0.005 
A 16 分離，恐怖，拒絶 0. 162 0.233 0.246 0. 121 
A 20 人に追いかけられる 0.075 0.139 0.315 0.164 
A 9 墜 落 -0. 073 0.110 -0. 087 0.483 
A 11 事故または病気 0.297 -0.018 -0.036 0.074 
A 15 全く知らない人 0.168 0.086 0.240 口 -0.117 A 7 知らない場所 0.076 0.292 0.193 0.027 
A 10 飛 間（行） 0.206 0.086 0.277 -0.046 □ A 8 超自然的出来事 0.050 0 .192 0.036 0.458 A 19 日常生活の課題解決 0.473 0.350 0. 113 0.178 0.137 
A 5 将来の出来事 0.382 0.368 0. 161 0.132 0.127 
A 2 動 物 0.301 0.188 0.067 0.397 0. 167 
A 23 巨目 険 0 .411 -0.067 0.157 0.467 0.397 
A 18 個人的失敗 0.399 0.309 0.444 0.240 0. 191 
V p 3.316 3.021 2.650 2.233 1. 691 
寄与率 0.26 0.23 0.21 0.17 0.13 
共通するものとして［楽しい夢」と命名したのである。他の因子についても同様てある。これら
の分析より，アトランダムにみている夢が，実は5つの分類で示されることを生徒は自らの資料
で理解できるのである。
なお，因子分析は結果であるとともに，次の分析の始まりでもある。例えばこれらの分類をも
とに属性間の比較 (t検定， F検定等を用いて）を行うこともできる。
表4は因子分析による 5つの夢を，生徒個人かどのような状況でみているかを示している。
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表4 個人のデータ（一部）
FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR FACTOR 
NO. 1 2 3 4 5 
1 -0.602 1 . 8 3 4 -1.577 -0.597 -1 . 0 3 4
2 0. 5 81 -0. 5 0 5 0. 8 0 5 -1.725 0.041 
3 -0.056 0 . 4 65 0. 4 1 5 0. 9 1 7 0.082 
4 0.686 -1 . 7 7 6 -1.086 1.468 -0.829 
、r) 0.693 0.269 -0.209 -0.720 -0.115 
6 -0. 13 0 -0.076 -1. 117 -0. 168 -0.462 
7 -0.306 -0.548 -1.409 -0.216 -0.109 
8 0. 16 5 -0.917 -0.440 2. 0 3 7 0.590 ， 0.456 0.174 -0.368 0. 2 16 0.428 
10 1.595 -0.337 2.543 0. 0 7 0 0. 14 7 
1 1 -0.555 -1.166 0. 5 3 2 -0.785 0.050 
12 -0.155 -0.678 -0.519 0. 7 9 8 1 . 0 6 3 
13 -0.083 -0.677 1.057 -1. 109 3. 162 
14 -0.845 -0.610 -0.639 -0.074 0.609 
1 5 -0.395 1 . 0 8 4 0. 102 -0.531 -0.236 
16 -0.524 -0.562 -1.037 -1.273 -0.542 
1 7 0.609 -1. 0 7 8 -0.070 -0. 104 0.597 
18 0. 155 -2.546 2. 128 1.868 0. 4 7 3
19 1 . 1 0 4 0 . 7 1 1 0. 5 1 4 0. 5 7 5 -0.898 
20 -0.793 0.299 2. 2 3 -1. 106 -0.509 
21 0.623 0.263 0. 3 5 2 0. 3 4 0 1 . 5 0 0 
22 -1.113 -0.611 -0.960 -0.009 0 . 1 51 
23 -0. 193 0.158 -0.304 -2.004 0 . 7 5 9
24 0. 71 4 -1.093 1.540 -1.254 -0.934 
25 0.007 -0.724 -0.093 -0. 167 0.384 
26 -0.282 0. 5 7 3 -o. 134 1 . 7 0 1 0.083 
27 -0 292 0.972 2. 4 5 7 -0.010 0.680 
28 -0.596 0.454 -1. 120 -0.032 -0.570 
29 -0.316 -1.004 0. 5 2 4 0. 12 3 -o. 9 0 0 
30 -1.164 -0.135 0.027 0. 0 7 2 -0.322 
、‘ ‘ 、ー、ク、.,.________、--、.,-._ .- -._,. --、~-
（ 略 ） 
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紗廿成ネ ~-~,f沖臥じ7\'_ :1 S F;(l 9 8 b) 
1クラス分の生徒（ 一部 ）の資料てあり，因［分析て抽出した5つの夢との関係を因［得，1位であら
わしてし、る。絶対値の大きな因f得点は， それぞれの方向（ プラ ス・マイナス）に閲係か深し、こ
とを示している。この資料は生徒個人のデータをあらわしているのて，モチベーシ ョソの効果は
大きし、0
なお，教育相談にも用いた資料であることを付け加えておこう 。
2) 人物類型
4) 
世界史上の人物30人 につき人物類型を試みたものてある。生徒に30人についてそれぞれ好き
か否かを 5段階尺度でたずね，その結果をクラスター分析を用いて類型化している。質問項目間
における相関によって類型がなされると考えればょかろう。図3は相関行列にもとづく平均距雌
法によるク ラスクー分析の結果であり，数値は類似度を示している。類似度と相関係数の関係は
表5で示している。 A1 Iナポレオソ」からA22fハンニバル」までが一つの群（クラ スク ）ー
をなし「英雄型」と名づける。以下「）レイ 14世」からA24「エリザベス 1世」までを「宮廷型」，
A 4 f毛沢東」からA28「スターリソ」までを「カリスマ型」， A3 rムッソリーニ」 からA8
「ヒトラー」まてを［暴君型」， A5「則天武后」からA9 f楊貴妃」までを「女性型」と名づ
ける。これらの名称は，アトバイスによって生徒の名づけたものである。 AlO「キリ スト」につ
いては，女性型に近い反応を示しており， 生徒が ソフトなイメージでキ リストを把えているとい
ぇょう。前述の因子分析をすること も可能である。 生徒の人物把握がいかなるものであるのかを
吟味することもできる。またこれらの類型をもとに属性間の比較ができることは既に述べた。
人物類型は生徒の人物把握をみるとともに，角度の違った教材の提示を可能とする。教材化の
ベースが生徒に依拠していることはいうまでもない。
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TRJ;:E PRINTED OVER CORRELATION MATRIX (SCALED O -100). 
CLUSTERING BY AVERAGE DISTANCE t-.iETHOD. 
VARIABLE 
N匹
ナボレオン
シーザー
ジンキスカン
アレキサソダー大王
秦の始皇帝
漢の武帝
カール大帝
ピョートル大帝
劉邦
＾ンニバル
ルイ 14世
エカチェリーナ 2世
ワシントソ
ルイ 16世
マリーアントワネブト
エリザペス 1世
毛沢東
項羽
ドゴール
マホメブト
シャカ
レーニソ
スクーリ・ノ
ムブ｀ノリーニ
ネロ皇帝
ヒトラー
則天武后
クレオパトラ
揚貴妃
キリスト
NO 
--7------------------------7-----r 
(A l) 67 70 70 69 65 67 62 69 62 71 63 68 66 63 64/64 61 66 58 56 57 62 62 62 63 60 62 55 551 
/ I 
-----,------------/ I .// // / 
(A 6) 70 77173 72 70 70 64 68161 66 67 64 60 72165 62 61 69 67 64 63164 59 61;64 69 67 601 
I 
--/ / c / 
(Al2) 77; 70 73 69 68 69 721'61 59 70 .61 53 66/61 65 64 62 64 66 63;~9 63 6~ 炸663 59 52/ 
I 
(Al4)/74 78 75 68 70 73/66 69 74 67 SB 751'64 61 63 69 68 66 66/62 59 61/59 68 61 59/ 
-----------/ 
(All) 76 76 71 71/66戸571 70 66 63 69カ064 69 71 69 66 7 4/々 l73 64172 65 65 59 I 
I I 
·--:-—~-L.;,,11 
(AlB) 82177176/77165 70 69 67 57 75/64 63 67 63 65 71 69165 62 66;'64 64 59 53; 
I I 
I I I I もI I I / / / 
(A21)1 0180176176 77 73 66 63 76164 60 70 68 62 68 74t67 67 67/64 64 60 63/ 
• / I I 
I I r 
(A26)力3170カ074 71 SB 57 73167 65 68 57 56 68 69;71 65 67/58 63 53 51/ 
• I I 
I / / I 
(A20);70/66 63 70 56 53 68171 69 74 62 62 70 69炸861 65156 56 56 50/ 
(A22)1ら962 67 58 55 70/65 66 69 63 58 63 61/60 60 591'65 58 55 49 I 
----------,1 
(A 2) 78168172 69 71162 57 68 61 60 59 66173 69 66166 72 64 63; 
I I 
I I 
I I 
{A30)、17516971 74/65 59 66 66 2 66 73,fo 60 63/59 71 65 63/ 
も(A29)『,!i761 72168 60 69 67 64 64 64; 9 59 62 155 63 56 60 1 
--ブ(Al7) 69 70159 58 64 63 63 60 62令060 58161 67 60 69 I ／ __ ; 
(A23) 73/54 53 54 56 52 53 531名956 55;'64 72 67 65; 
I• I I 
I 
(A24)/62 59 62 61 63 68 57/58 59 6磁967 59 57 / 
I ・--r-r-------1 
(A 4) 71 69; 70 67 72 70168 62 63163 47 55 53/ 
I / / / / 
(A25)/呵5661 66 5縫 157 61/58 55 52 54/ 
/ / / / 
表5 スケール値と相関係数
(A27)17l 63 66 681も366 66/62 55 45 60 I 
-、--{Al5) 72171 70 166 66 62;61 57 59 661 
(Al6)/67 66t60 58 55/62 58 62 .551 
_ ., 
(Al9) 76166 66 63'ss 54 54 541 
(A28)172 71 66/59 55 55 56/ 
I 
•一す→(A 3) 79; 7167 61 62 59/ 
I / I 
I I 
{Al3);75;71 59 61 541 
I 
/ / 
(A 8)158 55 53 501 
I 
-----,-ー,/
(A 5) 64 671591 
I I 
I I 
---, I 
(A 7) 77;631 
I I 
I I 
(A 9)/61/ 
(AlO)/ 
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図3 世界史上の人物によるクラスクー分析
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ぉわりに
コンピュータの使用は，いわば労力と成果の関係で決定されるといえよう。言葉をかえるなら
インブットとアウトプットの関係である。例えば，多大の労力を費やしてデークを投入し，さら
に過大の時間を費やして少量の情報しか得ることができないなら， コソビュータの使用は進まな
いといえる。コンピュータのもつ汎用性は，いかなる形で活用するのかという問題をつきつけて
いるともいえよう。
2つの実例をあげて説明したが，他の分野（例えば地理）においても活用は可能であるし，筆
者にとっても予定している研究対象である。さらに［社会認識の測定」という意味も含んでこよ
う。
社会科におけるコンピュータの一つの活用例として提示しておこう。
注
1) 武庫）I女子大学井上和郎助教授の「パソコソの教育への利用」を参考にする。
2)文部省 昭和54年 『高等学校学習指導要領解説社会編』 一橋出版 45ページ
3) ここで示しているのはデータのごく一部のみである。
4) 政治上・宗教上の人物にしぽっている。
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